
＊こうち県議会だよりは、県の総合・合同庁舎でもお渡ししています。
  また、県議会のホームページにもPDF版と音声版を掲載しています。
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９
月
定
例
会
の
概
要

９
月
定
例
会
の
概
要

会
期
　
９
月
２１
日
〜
10
月
14
日【
２４
日
間
】

●
開
会
日（
９
月
21
日
）　

■
知
事
提
案
説
明

　
　
〜
医
療
提
供
体
制
の
確
保
な
ど
に
取
り
組
み
、次
の
感
染
拡
大
に
備
え
る
〜

　
濵
田
知
事
は
初
め
に
、「
９
月
19
日
、本
県
に
最
接
近
し
た
台
風
第
14
号
に
よ
り
、被
害

に
遭
わ
れ
た
方
々
に
、心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。今
後
、被
害
状
況
の
調
査
を

踏
ま
え
、迅
速
な
復
旧
に
向
け
て
必
要
な
対
策
を
速
や
か
に
進
め
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
次
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、「
新
規
感
染
者
数
の
極

め
て
高
い
水
準
が
続
き
、医
療
現
場
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、８

月
16
日
に「
Ｂ
Ａ・５
対
策
強
化
宣
言
」を
発
出
し
た
。そ
の
後
、８
月
末
以
降
は
感
染

者
数
が
徐
々
に
減
少
に
転
じ
、９
月
16
日
に
強
化
宣
言
を
終
了
し
た
。一
方
、新
規
感

染
者
数
は
未
だ
高
い
水
準
に
あ
り
、学
校
で
ク
ラ
ス
タ
ー
も
発
生
す
る
な
ど
ま
だ
ま

だ
気
を
緩
め
ら
れ
る
状
況
に
は
な
い
。医
療
提
供
体
制
や
検
査
、診
療
体
制
の
確
保

な
ど
に
取
り
組
み
、感
染
者
の
全
数
届
出
の
見
直
し
へ
の
対
応
や
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
、次
な
る
感
染
の
拡
大
に
備
え
て
対
策
の
充
実
、強
化
に
努

め
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
次
に
、令
和
４
年
度
９
月
補
正
予
算
に
つ
い
て
、「
物
価
高
騰
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、総
額
１
８
７
億
円
余
り
の
歳
入
歳
出
予
算
の

補
正
並
び
に
総
額
13
億
円
余
り
の
債
務
負
担
行
為
の
追
加
及
び
補
正
を
含
む
一
般

会
計
補
正
予
算
案
を
提
出
し
た
」と
述
べ
た
上
で
、「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
に

関
し
て
は
、原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰
に
よ
る
影
響
を
受
け
た
事
業
者
へ
の
支
援
を

強
化
す
る
。感
染
予
防
、感
染
拡
大
防
止
に
関
し
て
は
、医
療
提
供
体
制
を
維
持
す

る
た
め
、入
院
病
床
や
宿
泊
療
養
施
設
の
確
保
に
必
要
な
経
費
を
増
額
す
る
と
と

も
に
、「
陽
性
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
な
ど
、検
査
、診
療
体
制
の
強

化
を
図
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、経
済
の
活
性
化
の
取
組
に
つ
い
て
、「
国
、市
町
村
の
支
援
策
も
踏
ま
え
な

が
ら
、農
業
者
の
肥
料
や
畜
産
事
業
者
の
飼
料
の
価
格
上
昇
分
に
対
す
る
支
援
の
ほ

か
、公
共
交
通
事
業
者
の
路
線
維
持
に
要
す
る
経
費
へ
の
支
援
な
ど
必
要
な
追
加
対

策
を
行
う
」と
述
べ
ま
し
た
。続
い
て
、日
本
一
の
健
康
長
寿
県
づ
く
り
の
取
組
な
ど

を
述
べ
、最
後
に
今
回
提
案
し
た
議
案
45
件
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
（
９
月
28
日
〜
10
月
５
日
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
に
つ
い
て
議
論

　
一
括
質
問
形
式
に
よ
り
８
名
の
議
員
が
、産
業
振
興
対
策
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
、中
山
間
地
域
の
振
興
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、一
問
一
答
形
式
に
よ
り
14
名
の
議
員
が
、農
業
振
興
策
、南
海
ト
ラ
フ
地
震

対
策
、関
西
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

●
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
等（
10
月
５
日
）

　
令
和
３
年
度
の
決
算
を
審
査
す
る
た
め
、決
算
特
別
委
員
会（
森
田
英
二
委
員

長
）を
設
置
し
、一
般
会
計
、特
別
会
計
、公
営
企
業
会
計
の
決
算
に
関
す
る
議
案
25

件
を
付
託
の
上
、審
査
が
終
了
す
る
ま
で
議
会
の
閉
会
中
も
継
続
審
査
す
る
こ
と
に

決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、議
員
派
遣
議
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会
審
査
（
10
月
６
日
〜
12
日
）

　
審
査
の
結
果
、付
託
さ
れ
た
議
案
20
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

●
閉
会
日
（
10
月
14
日
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

　
知
事
提
出
議
案
20
件
の
う
ち
、令
和
４
年
度
高
知
県
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
は
、修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、採
決
の
結
果
、修
正
案
を
否
決
の
上
、原
案

を
可
決
し
ま
し
た
。そ
の
他
の
知
事
提
出
議
案
19
件
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、意
見
書
議
案
６
件
の
う
ち
５
件
を
原

案
ど
お
り
可
決
、１
件
を
否
決
し
、決
議
議
案
１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主 な 内 容

………………………２～５面
………………………５面

………６･７面

…………………６･７面
………………８面

………………８面
…８面

………………………８面

………………８面

………８面
……………８面
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決算特別委員会の動き
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９月定例会本会議の質問
一
括
質
問

九
月
二
八
日

今
城 

誠
司

米
田 

　稔

田
所 

裕
介

九
月
二
九
日

依
光
美
代
子

西
森 

雅
和

槇
尾 
絢
子

九
月
三
十
日

土
森 

正
一

三
石 

文
隆

一
問
一
答

十
月
四
日

土
居 

　央

塚
地 

佐
智

坂
本 

茂
雄

大
石 

　宗

黒
岩 

正
好

田
中 

　徹

吉
良 

富
彦

十
月
五
日

橋
本 

敏
男

武
石 

利
彦

上
田
貢
太
郎

金
岡 

佳
時

桑
鶴 
太
朗

濱
口 
涼
子

森
田 

英
二

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行

今城　誠司
（自由民主党）

答

知
事
　
両
感
染
症
と
も
に

感
染
対
策
の
要
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

だ
。双
方
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
よ
う
、正
確
な
情
報
提

供
を
行
い
、積
極
的
な
接
種
を
呼

び
か
け
る
。あ
わ
せ
て
、両
感
染
症

に
対
応
可
能
な
発
熱
外
来
の
設
置

問

９
月
８
日
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
推
進
会
議
基

本
的
対
処
方
針
分
科
会
で
会
長

は
、冬
期
に
か
け
て
同
時
流
行

が
発
生
し
、感
染
レ
ベ
ル
は
か
な

り
高
い
も
の
に
な
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
発
言
し
た
。

同
時
流
行
に
ど
の
よ
う
に
備

え
る
の
か
聞
く
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
に

向
け
た
取
組

答

危
機
管
理
部
長
　
昨
年
度

行
っ
た
意
識
調
査
で
、津
波
警
報
や

市
町
村
等
か
ら
の
呼
び
か
け
が
あ
っ

た
ら
避
難
す
る
と
し
た
方
が
22
％

あ
っ
た
。こ
う
し
た
方
に
、揺
れ
が
収

ま
っ
た
ら
す
ぐ
避
難
す
る
と
い
う

意
識
を
定
着
で
き
れ
ば
、意
識
率

は
大
幅
に
上
昇
す
る
と
考
え
る
。

引
き
続
き
テ
レ
ビ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
呼
び
か
け
を
行
う
。ま
た

意
識
率
が
低
い
傾
向
に
あ
る
30
代

か
ら
40
代
の
働
き
世
代
に
対
し
て

や
、入
院
な
ど
の
医
療
提
供
体
制

の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
る
。

問

県
民
の
津
波
早
期
避
難
意

識
率
は
70
％
程
度
に
伸
び
悩
ん

で
い
る
。第
５
期
南
海
ト
ラ
フ
地

震
対
策
行
動
計
画
に
お
い
て
、ど

の
よ
う
に
目
標
の
100
％
を
達
成

し
て
い
く
の
か
聞
く
。

コ
ロ
ナ
関
連
死
の
定
量
的
な

分
析
と
変
異
株
の
リ
ス
ク

問

定
量
的
な
分
析
は
で
き
て
い

な
い
と
の
発
言
の
後
、ど
う
分
析

し
、対
応
し
て
き
た
か
。ま
た
、変

異
株
の
リ
ス
ク
を
適
正
に
評
価
し

死
亡
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
が
、所
見
を
聞
く
。

は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
活
用
す
る
等
多
様
な
手
段
で
啓

発
を
行
っ
て
い
く
。

統
一
教
会
に
対
す
る
認
識

米田　稔
（日本共産党）

答

知
事
　
統
一
教
会
の
手
法

が
社
会
的
な
問
題
と
し
て
指
摘
さ

れ
、裁
判
に
至
っ
た
事
例
が
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。改
称
後
も

同
様
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
県
内
で
の
被
害
報
道
が
あ

る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。

県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

平
成
24
年
度
か
ら
一
昨
日
ま
で
に

５
件
の
相
談
を
受
け
た
が
、過
去

の
事
案
で
あ
り
、相
談
も
家
族
か

ら
で
具
体
的
な
被
害
実
態
は
確
認

で
き
て
い
な
い
。

問

統
一
教
会
、
世
界
平
和
統

一
家
庭
連
合
に
よ
る
霊
感
商
法

の
手
法
は
、
裁
判
で
も
組
織
性

が
認
め
ら
れ
る
継
続
的
犯
行
の

一
環
、
新
世
事
件
と
認
定
さ
れ

関
連
企
業
社
長
ら
が
有
罪
と
な

っ
て
い
る
。
統
一
教
会
の
反
社

会
性
へ
の
認
識
と
県
内
の
被
害

実
態
を
聞
く
。

反
社
会
的
な
宗
教
団
体
を

規
制
す
る
法
律
の
制
定 田所　裕介

（県民の会）

答

知
事
　
信
教
の
自
由
は
憲

法
上
の
保
障
が
さ
れ
て
お
り
、宗

教
団
体
の
活
動
に
関
す
る
国
か
ら

の
関
与
に
つ
い
て
は
、慎
重
に
検
討

す
べ
き
問
題
だ
。

反
社
会
的
で
あ
る
か
否
か
は
、

社
会
情
勢
に
応
じ
て
判
断
も
変
化

し
得
る
も
の
で
、法
規
制
を
限
定

的
か
つ
統
一
的
に
行
う
こ
と
は
困

難
と
考
え
る
が
、宗
教
団
体
に
限

ら
ず
に
、被
害
者
の
救
済
と
い
う

観
点
な
ど
か
ら
国
会
で
検
討
、議

論
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
と
考

え
る
。

問

反
社
会
的
な
宗
教
団
体
に

関
し
て
は
法
律
等
で
法
規
制
を

行
い
、
明
確
に
区
分
し
た
上

で
、
被
害
を
受
け
て
い
る
方
へ

の
救
済
策
を
考
え
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
か
。
規
制
す
る
法

律
の
制
定
に
つ
い
て
所
見
を
聞

く
。

答

知
事
　
会
見
後
の
定
量
的

な
分
析
の
結
果
、コ
ロ
ナ
肺
炎
に
は

至
ら
ず
亡
く
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
お
り
、軽
症
、中
等
症
で
基
礎
疾

患
が
あ
る
患
者
へ
の
早
期
治
療
、

投
薬
等
に
よ
る
全
身
状
態
の
悪
化

を
防
ぐ
こ
と
も
重
要
に
な
っ
た
。

引
き
続
き
、科
学
的
知
見
の
周

知
、重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
へ
の

注
意
喚
起
、ワ
ク
チ
ン
接
種
、コ
ロ
ナ

治
療
薬
に
よ
る
早
期
治
療
と
い
っ

た
取
組
を
推
進
し
、死
亡
者
が
減

少
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

農
水
産
物
お
よ
び
食
品
の

輸
出
拡
大
対
策

依光 美代子
（一燈立志の会）

答

産
業
振
興
推
進
部
長
　
こ

れ
ま
で
、ユ
ズ
、土
佐
酒
の
輸
出
額

を
大
幅
に
伸
ば
し
て
き
た
が
、こ
れ

ら
に
水
産
物
を
加
え
た
主
要
３
品

目
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
代
が
あ
る
と

考
え
る
。

本
年
度
か
ら
産
業
振
興
計
画
の

輸
出
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、土

佐
酒
は
県
産
酒
米
の
増
産
、商
品

開
発
や
生
産
体
制
の
強
化
を
支
援

問

農
水
産
物
及
び
食
品
の
輸

出
に
対
し
て
、
産
業
振
興
計
画
に

よ
る
包
括
的
で
積
極
的
な
支
援
の

継
続
が
、
県
内
津
々
浦
々
ま
で
経

済
的
な
波
及
効
果
を
将
来
に
わ
た

り
も
た
ら
す
と
期
待
を
す
る
。

今
後
の
輸
出
を
伸
ば
し
て
い
く

た
め
の
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

芸
西
天
文
学
習
館
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

西森　雅和
（公明党）

答

教
育
長
　
施
設
の
リ
ニュ
ー
ア

ル
に
つ
い
て
は
、現
在
行
っ
て
い
る
学

習
館
の
耐
震
診
断
の
結
果
な
ど
も

踏
ま
え
る
と
と
も
に
、青
少
年
教

育
施
設
と
し
て
の
天
文
学
習
館
の

将
来
的
な
在
り
方
な
ど
を
考
え
る

中
で
、検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問

学
習
館
は
経
年
劣
化
し
て

き
て
お
り
、新
た
に
屋
上
で
星
空

観
察
が
で
き
る
新
天
文
学
習
館

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

が
で
き
な
い
か
。南
側
の
私
設
天

文
台
の
場
所
も
含
め
て
、開
館
50

周
年
に
向
け
た
長
期
的
な
計
画

は
で
き
な
い
か
聞
く
。

障
害
者
と
健
常
者
と
の

情
報
格
差
の
解
消

答

子
ど
も
・
福
祉
政
策
部
長

　

障
害
の
種
類
や
程
度
に
応
じ
た
方

法
で
情
報
取
得
が
で
き
る
環
境
整

備
が
必
要
で
あ
り
、県
民
や
事
業
者

へ
の
情
報
提
供
方
法
の
研
修
や
具
体

的
事
例
の
提
供
な
ど
周
知
啓
発
活

動
の
強
化
を
図
る
。ま
た
関
係
団
体

と
連
携
し
、デ
ジ
タ
ル
技
術
も
活
用

し
た
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、

命
を
守
る
体
制
が
整
備
さ
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

障
害
者
と
健
常
者
の
間
に
は

情
報
の
格
差
が
あ
り
、特
に
災
害

時
に
は
重
大
な
事
態
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施

策
推
進
法
が
施
行
さ
れ
て
い
る

が
、県
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
取
組
を
進
め
て
い
く
か
聞
く
。

答

健
康
政
策
部
長
　
13
価
ワ
ク

チ
ン
で
は
長
期
免
疫
が
期
待
さ
れ

て
お
り
、日
本
呼
吸
器
学
会
と
日

本
感
染
症
学
会
の
合
同
委
員
会
か

ら
、13
価
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
接
種
後

に
23
価
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
推

奨
パ
タ
ー
ン
も
示
さ
れ
て
い
る
。国

の
検
討
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、

県
民
、市
町
村
、医
療
機
関
へ
必
要

な
情
報
提
供
に
努
め
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

人
権
侵
害

答

知
事
　
基
本
的
人
権
の
尊

重
を
無
視
し
た
行
為
は
、人
権
擁

護
の
観
点
か
ら
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

県
で
は
、部
落
差
別
解
消
推
進

法
に
基
づ
い
て
、市
町
村
等
と
情
報

共
有
し
な
が
ら
、情
報
の
削
除
要
請
、

法
務
局
へ
の
通
報
な
ど
、必
要
な
対

応
を
行
っ
て
い
る
。

問

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
県
内
の
被

差
別
部
落
に
関
す
る
資
料
が
投

稿
さ
れ
、悪
質
な
人
権
侵
害
が

起
こ
っ
て
い
る
。悪
質
な
事
案
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
削
除
さ

れ
ず
、情
報
更
新
さ
れ
続
け
て

い
る
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
の
か
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
１３
価

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
の
周
知

問

現
在
、肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

に
は
２
つ
あ
り
、定
期
接
種
に
お

い
て
国
は
23
価
ワ
ク
チ
ン
を
認

定
し
て
い
る
が
、13
価
ワ
ク
チ
ン

は
１
回
の
接
種
で
長
期
免
疫
の

持
続
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。13
価

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
、所
見
を
聞
く
。

し
、農
水
産
物
・
食
品
は
生
産
体
制

の
増
強
、ユ
ズ
の
残
留
農
薬
規
制
へ

の
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
の
輸
出
拡
大
実
行
戦
略
と
も

歩
調
を
合
わ
せ
、積
極
的
に
輸
出

拡
大
へ
つ
な
げ
て
い
く
。

槇尾　絢子
（自由民主党）

保
育
所
へ
の
年
度
途
中
の

入
所

問

共
働
き
世
代
が
子
供
を
保
育

所
に
預
け
よ
う
と
し
て
頭
を
悩
ま

せ
る
の
が
年
度
途
中
の
入
所
だ
。

̶2̶

☟

3ページ上段に続く

新型コロナウイルス感染症対策のため、演台にアクリル板を設置しております。
そのため、一部の写真に反射光が見られますが、ご了承ください。
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4ページ上段に続く

答

教
育
長
　
待
機
児
童
が
発

生
す
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
保
育

士
確
保
の
困
難
が
あ
る
。こ
の
た
め
、

保
育
士
を
加
配
す
る
市
町
村
へ
の

補
助
、就
職
希
望
者
と
保
育
所
等

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、学
生
へ
の
修
学
資

金
貸
付
け
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。ま
た
、増
築
な
ど
施
設
整
備
に

は
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た
支

援
を
行
う
な
ど
、子
育
て
環
境
の

充
実
に
つ
な
げ
て
い
く
。

教
育
格
差
是
正
へ
の
投
資

土森　正一
（自由民主党）

答

知
事
　
乳
幼
児
期
か
ら
社

会
に
愛
さ
れ
て
育
っ
た
子
供
た
ち

は
社
会
を
愛
す
る
大
人
に
成
長
し

て
い
く
。子
供
た
ち
が
等
し
く
成
長

の
機
会
を
持
て
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
、社
会
全
体
と
し
て
の
責
務

で
あ
り
、子
供
た
ち
へ
の
投
資
は
極

め
て
重
要
だ
。全
て
の
子
供
た
ち
が

生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
か
か
わ
ら

ず
夢
に
向
か
っ
て
前
進
し
、社
会
で

自
立
が
で
き
る
よ
う
に
子
供
施
策

を
強
化
し
て
い
く
。

問

子
供
た
ち
が
ど
ん
な
環
境
、

状
況
に
置
か
れ
て
も
取
り
残
さ
れ

ず
、た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
く
社

会
を
構
築
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。そ
の
た
め
に
は
、子
育
て
世

代
、子
供
た
ち
へ
の
投
資
が
重
要

だ
と
考
え
る
が
、所
見
を
聞
く
。
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答

教
育
長
　
総
合
的
な
探
究

の
時
間
は
よ
り
社
会
に
近
い
質
の

高
い
学
習
活
動
を
行
っ
て
お
り
、生

高
等
学
校
の

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

問

生
徒
の
資
質
や
能
力
を
伸

ば
し
、豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体

を
育
成
す
る
こ
と
で
、道
徳
教
育

の
充
実
に
も
つ
な
が
り
、地
域
へ

の
愛
着
を
深
め
、流
出
の
抑
制
に

も
つ
な
が
る
。高
等
学
校
の
総
合

的
な
学
習
の
時
間
が
総
合
的
な

探
究
の
時
間
に
変
わ
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
所
見
を
聞
く
。

知
事
自
身
の
県
政
へ
の

評
価
と
今
後
の
道
筋

三石　文隆
（自由民主党）

答

知
事
　
感
染
症
に
対
応
し

た
守
り
の
局
面
が
数
多
く
あ
っ
た

が
、社
会
経
済
活
動
と
の
両
立
を

図
り
、施
策
を
展
開
さ
せ
る
準
備

に
努
め
て
き
た
。本
県
が
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
地
域
の

活
力
を
取
り
戻
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。今
後
は
、持
続
可
能
な
社

会
に
高
知
の
強
み
、独
自
性
を
生

か
す
こ
と
が
高
知
の
生
き
る
道
で

あ
り
、私
自
身
が
先
頭
に
立
っ
て
進

む
べ
き
方
向
性
を
見
定
め
指
し
示

し
て
い
く
覚
悟
だ
。

問

知
事
は
令
和
元
年
12
月
の
就

任
以
来
、共
感
と
前
進
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
県
政
を
推
進
し
て
き
た
。こ
れ

ま
で
の
自
身
の
県
政
へ
の
評
価
と
、

今
後
に
向
け
た
道
筋
を
聞
く
。

土
佐
酒
の
技
術
者
育
成 土居　央

（自由民主党）
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問

土
佐
酒
の
品
質
を
維
持
し
、

全
国
で
優
位
に
闘
っ
て
い
く
た
め

に
は
、工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
た「
高
知
方
式
」を
守
る

こ
と
が
大
事
だ
が
、酒
造
技
術
者

に
対
す
る
研
修
設
備
が
弱
い
。

実
習
が
で
き
る
ハ
ー
ド
環
境

の
整
備
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
、

見
解
を
聞
く
。

答

商
工
労
働
部
長
　
土
佐
酒
の

品
質
向
上
と
外
商
拡
大
に
向
け
て
、

酒
造
業
界
の
人
材
の
確
保
・
育
成
は

重
要
で
あ
る
が
、実
習
施
設
の
整
備

は
機
能
や
規
模
、費
用
対
効
果
、運

営
体
制
な
ど
の
整
理
が
必
要
だ
。他

県
の
事
例
も
参
考
に
業
界
の
ニ
ー
ズ

を
聞
き
な
が
ら
、ハ
ー
ド
環
境
の
整

備
も
含
め
人
材
の
確
保
育
成
に
つ
い

て
共
に
検
討
し
て
い
く
。

に
よ
る
支
援
は
大
変
あ
り
が
た
く

心
強
い
と
感
じ
た
。県
で
は
陽
性
者

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

生
活
支
援
物
資
の
配
送
な
ど
に
も

対
応
す
る
体
制
を
整
え
、大
学
生
の

療
養
を
支
え
る
体
制
が
整
っ
て
き
た

と
考
え
る
。

答

知
事
　
家
族
と
離
れ
、頼
れ

る
友
人
も
い
な
い
、一
人
さ
み
し
く

療
養
さ
れ
て
い
た
学
生
を
思
う
と

大
変
胸
が
痛
む
思
い
が
す
る
。そ
う

し
た
中
で
学
生
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た

一
人
暮
ら
し
の
学
生
へ
の
支
援

塚地　佐智
（日本共産党）

問

コ
ロ
ナ
感
染
症
急
拡
大
の

中
、一
人
暮
ら
し
の
学
生
が
孤
立

し
、不
安
な
状
態
で
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

食
糧
支
援「
ま
ん
ぷ
く
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｓ
」は
孤
立
学
生
を
励
ま
し
、心

身
の
回
復
に
一
定
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、こ
の

活
動
を
ど
う
感
じ
た
か
聞
く
。

女
性
の
事
業
承
継

問

企
業
の
後
継
者
不
足
が
大

き
な
問
題
だ
が
、最
初
か
ら
女
性

が
候
補
に
挙
が
っ
て
い
な
い
現
状

も
聞
く
。ま
た
中
小
企
業
で
は
、役

員
は
雇
用
保
険
の
加
入
資
格
が
な

く
、妊
娠・出
産
時
に
自
身
の
給
与

が
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

女
性
で
も
会
社
を
継
ぐ
こ
と
が

で
き
る
体
制
整
備
は
、女
性
の
活

躍
の
場
づ
く
り
、承
継
者
不
足
の

解
消
に
も
な
る
。現
状
の
認
識
と

今
後
の
取
組
を
聞
く
。

土
佐
酒
を
柱
と
し
た

食
文
化
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
構
想

答

知
事
　
高
知
の
気
候
、風
土

が
育
む
唯
一
無
二
の
食
を
、本
県
な

ら
で
は
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
と
し
て
磨
き
上

げ
て
い
く
構
想
は
、非
常
に
興
味
深

い
。食
文
化
や
観
光
誘
客
の
上
で
、

有
力
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
活
用
が

で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

テ
ロ
ワ
ー
ル
と
は
、土
壌
、

気
候
、人
、文
化
な
ど
土
地
に
関

わ
る
様
々
な
要
素
と
結
び
つ
い
た

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
も
の
を
意

味
す
る
。本
県
の
歴
史
と
文
化
と

風
土
に
密
接
に
根
差
し
て
き
た

土
佐
酒
と
食
文
化
を
、テ
ロ
ワ
ー

ル
と
し
て
世
界
に
発
信
す
れ
ば
、

大
き
な
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
。

高
知
県
そ
の
も
の
を
テ
ロ
ワ
ー

ル
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
構

想
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

校
則
の
公
開

問

自
分
た
ち
の
学
校
の
校
則
を

生
徒
も
教
職
員
も
保
護
者
も
知
っ

て
い
る
こ
と
が
大
事
だ
。校
則
の

公
表
が
生
徒
指
導
提
要
に
明
記
さ

れ
た
が
、公
開
に
よ
り
教
職
員
の

恣
意
的
な
運
用
に
歯
止
め
が
か
け

ら
れ
る
と
同
時
に
、見
直
し
の
必

要
性
な
ど
も
明
ら
か
に
な
る
。

今
後
、公
開
に
向
け
て
ど
う
推

進
さ
れ
る
か
、聞
く
。

生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
の

償
還
免
除
の
要
件
緩
和

お
持
ち
の
方
、償
還
が
滞
っ
た
一
人
親

世
帯
と
い
っ
た
方
々
が
加
え
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、償
還
の
見
込
み
が
な
い
と
判

断
さ
れ
る
場
合
な
ど
は
職
権
で
免
除

が
で
き
る
規
定
も
加
え
ら
れ
て
お
り
、

運
用
の
詳
細
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、実
態
に
即
し
た
判
断
が
で
き
る

余
地
が
生
ま
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

答

知
事
　
提
言
活
動
を
行
っ
た

結
果
、生
活
保
護
受
給
者
、障
害
を

問

昨
年
、貸
付
金
の
償
還
免

除
の
要
件
を
緩
和
す
る
よ
う
国

に
提
言
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、要
件
は
緩
和
さ
れ
て

き
た
の
か
聞
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

答

教
育
長
　
生
徒
指
導
提
要
で

は
校
則
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。公

開
は
生
徒
や
保
護
者
・
地
域
の
方
に

校
則
に
関
す
る
意
識
を
高
め
、生

徒
が
校
則
の
意
味
を
考
え
見
直
し

を
行
う
き
っ
か
け
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
る
。県
立
学
校
に
対
し
て
公

開
の
意
義
を
伝
え
、公
開
が
進
む
よ

う
機
会
を
捉
え
て
話
を
し
て
い
く
。

坂本　茂雄
（県民の会）

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

福
祉
避
難
所
へ
の
直
接
避
難

問

地
域
の
意
向
や
実
情
を
踏
ま

え
つ
つ
、要
配
慮
者
が
日
頃
か
ら
利

用
す
る
施
設
へ
の
直
接
避
難
を
促

進
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、本
県
で

の
調
整
は
進
ん
で
い
る
の
か
聞
く
。

安
心
し
て
仕
事
に
復
帰
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
年
度
途
中
の

保
育
所
入
所
へ
の
支
援
に
つ
い
て
聞

く
。

答

商
工
労
働
部
長
　
女
性
の

事
業
承
継
は
徐
々
に
増
加
し
て
い

る
が
、決
し
て
多
く
は
な
い
。女
性

に
事
業
承
継
し
て
も
ら
う
こ
と
は

女
性
の
活
躍
促
進
や
産
業
の
活
性

化
の
面
で
も
望
ま
し
い
こ
と
だ
。

女
性
が
継
い
だ
こ
と
で
企
業
も

地
域
も
元
気
に
な
っ
た
事
例
を
セ

ミ
ナ
ー
等
で
紹
介
す
る
と
い
っ
た
取

組
に
よ
り
、事
業
の
売
り
手
側
の

意
識
を
変
え
、女
性
後
継
者
の
発

掘
に
つ
な
げ
て
い
く
。

答

教
育
長
　
教
育
行
政
に
お
い

て
は
不
易
と
流
行
を
的
確
に
捉
え

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。正
義

感
や
公
正
さ
、規
範
意
識
、道
徳

心
を
育
み
、文
化
、伝
統
、歴
史
な

ど
を
正
し
く
理
解
す
る
と
い
っ
た

不
易
を
前
提
と
し
た
上
で
、社
会

情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
生
き
る
力

を
育
む
流
行
を
自
ら
の
も
の
と
す

る
こ
と
が
教
育
に
は
必
要
だ
。

そ
の
上
で
、必
要
と
判
断
し
た

施
策
は
そ
の
必
要
性
や
根
拠
を
学

校
現
場
や
県
民
に
丁
寧
か
つ
明
確

に
説
明
し
つ
つ
、最
後
ま
で
や
り
通

す
気
概
と
行
動
力
を
持
っ
て
、全

力
を
尽
く
し
て
い
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

教
育
行
政
の
最
高
責
任
者

と
し
て
の
抱
負

問

教
育
行
政
事
務
の
最
高
責

任
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
抱
負

を
持
ち
、何
を
大
切
に
し
て
ど

の
よ
う
な
方
策
で
切
り
盛
り
す

る
の
か
聞
く
。

答

子
ど
も・福
祉
政
策
部
長
　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
に
よ
り
、

福
祉
避
難
所
等
へ
の
直
接
避
難
が

適
当
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、市
町
村

に
対
し
て
検
討
を
働
き
か
け
て
き

た
。現
在
、３
町
村
が
直
接
避
難
の

受
入
れ
対
象
者
の
調
整
に
着
手
、

17
市
町
村
で
直
接
避
難
の
手
順
等

を
検
討
中
と
い
う
状
況
だ
。

今
後
は
、施
設
の
負
担
軽
減
に

向
け
た
課
題
の
洗
い
出
し
や
、個
別

避
難
計
画
の
作
成
、更
新
に
合
わ

せ
た
直
接
避
難
の
対
象
者
の
絞
り

込
み
な
ど
、市
町
村
へ
の
働
き
か
け

と
と
も
に
、直
接
避
難
に
向
け
た

取
組
を
支
援
し
て
い
く
。

地
域
み
ら
い
留
学
の
推
進

大石　宗
（一燈立志の会）

問

県
立
高
校
の
生
徒
数
が
大

変
深
刻
な
状
況
に
あ
る
中
で
、高

校
の
魅
力
化
、そ
し
て
地
域
み
ら

い
留
学
と
い
う
の
は
大
変
重
要

な
施
策
と
考
え
る
。地
域
み
ら
い

留
学
に
高
知
県
が
今
後
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
考

共
働
き
世
代
が
子
供
を
保
育

所
に
預
け
よ
う
と
し
て
頭
を
悩
ま

せ
る
の
が
年
度
途
中
の
入
所
だ
。

徒
た
ち
の
よ
り
よ
い
社
会
を
実
現

し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
や
態
度
を

育
み
、地
元
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
高

め
道
徳
性
を
養
う
機
会
と
な
っ
て
い

る
。日
本
や
高
知
の
未
来
を
切
り

開
く
人
材
の
育
成
と
い
う
点
で
意

義
は
大
き
く
、充
実
を
図
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆



̶4̶

☟

５ページ上段に続く

答

教
育
長
　
全
国
か
ら
生
徒

を
募
集
す
る
地
域
み
ら
い
留
学
は
、

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
る
。地
元
の
生
徒
に
と
っ
て

は
多
様
な
考
え
や
価
値
観
に
触
れ

る
こ
と
に
よ
り
深
い
学
び
が
可
能

と
な
り
、留
学
生
に
と
っ
て
は
現
実

的
、本
質
的
な
学
び
を
行
う
こ
と

が
で
き
、生
徒
の
交
流
の
幅
や
機
会

の
増
加
に
よ
り
、地
域
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

な
施
策
と
考
え
る
。地
域
み
ら
い

留
学
に
高
知
県
が
今
後
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
考

え
方
に
つ
い
て
、聞
く
。

問

施
設
園
芸
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
、将
来
の
不

安
を
口
に
す
る
農
家
が
増
え
て
い

る
。農
家
の
経
営
を
改
善
す
る
た

め
に
も「
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
が
、利

用
拡
大
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
目

標
を
持
ち
取
り
組
む
か
聞
く
。

県
内
で
の
県
産
米
の

消
費
促
進

田中　徹
（自由民主党）

が
ん
の
早
期
発
見
へ
の
取
組

答

知
事
　
早
期
発
見
の
た
め
に
、

市
町
村
、商
工
団
体
と
も
連
携
し
て
、

が
ん
検
診
の
受
診
促
進
に
向
け
た
啓

発
を
実
施
し
て
い
る
。今
後
は
、協
会

け
ん
ぽ
な
ど
の
医
療
保
険
者
と
も
連

携
し
て
、職
場
で
の
受
診
率
向
上
に

向
け
た
取
組
を
進
め
る
。

ま
た
、腹
部
超
音
波
検
査
な
ど
の

任
意
型
の
が
ん
検
診
に
関
す
る
積

極
的
な
情
報
発
信
に
も
努
め
、が
ん

の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問

日
本
一
の
健
康
長
寿
県
の

実
現
に
は
、全
て
の
が
ん
の
早
期

発
見
に
向
け
た
取
組
が
必
要
だ
。

全
て
の
が
ん
の
早
期
発
見
に

向
け
た
取
組
を
県
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
っ
て
進
め
て
も
ら
い

た
い
が
、所
見
を
聞
く
。
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◆
◆
◆
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◆
◆
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◆
◆
◆
◆
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◆
◆
◆

答

土
木
部
長
　
入
札
手
続
の
中

止
と
落
札
決
定
の
取
消
し
を
行
っ

た
主
な
理
由
は
、積
算
に
お
け
る
資

材
単
価
の
誤
り
や
設
計
図
書
の
記

載
内
容
の
不
備
に
よ
る
も
の
で
、要

因
に
つ
い
て
は
、担
当
者
の
不
注
意

や
積
算
基
準
の
理
解
不
足
に
よ
る

も
の
と
考
え
る
。

問

入
札
の
公
告
後
の
中
止
や
落

札
決
定
後
に
取
消
し
を
行
っ
た
理

由
等
は
、発
注
者
側
の
設
計
内
容・

積
算
の
不
備
が
主
な
要
因
の
よ
う

だ
。落
札
決
定
後
の
取
消
し
は
、事

業
者
に
と
っ
て
は
、多
大
な
損
害
が

発
生
す
る
。な
ぜ
基
本
的
な
ミ
ス

が
発
生
す
る
の
か
、聞
く
。

地
域
み
ら
い
留
学
へ
の
県
を

挙
げ
た
取
組
体
制

答

知
事
　
県
外
の
例
を
見
る
と
、

移
住
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
向
け
、

産
業
振
興
、観
光
振
興
、移
住
施

策
等
と
の
関
連
も
含
め
全
庁
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
事
と
考
え
て

い
る
。県
の
中
山
間
総
合
対
策
本

部
の
場
を
中
心
と
し
て
、移
住
政
策

と
の
連
動
、さ
ら
に
産
業
振
興
や
観

光
振
興
へ
の
つ
な
げ
方
と
い
っ
た
点

も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

問

地
域
み
ら
い
留
学
を
受
け

入
れ
る
た
め
に
は
住
居
問
題
、地

域
と
の
調
整
な
ど
あ
る
が
、こ
れ

は
地
域
全
体
を
活
性
化
す
る
政

策
と
考
え
れ
ば
、県
を
挙
げ
た
取

組
体
制
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ

と
思
う
が
、所
見
を
聞
く
。

土
木
工
事
の
発
注
ミ
ス
の

発
生
要
因

ビ
キ
ニ
被
災
船
員
の
追
跡

調
査
の
継
続
に
向
け
た
支
援

答

知
事
　
太
平
洋
核
被
災
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
当
時
の
資
料
や
被
災
船

員
の
方
々
の
証
言
な
ど
時
間
を
費
や

し
て
調
査
を
さ
れ
て
い
る
。今
後
の
活

動
継
続
に
あ
た
り
、協
力
依
頼
な
ど

県
の
関
与
で
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
が
進
む

も
の
が
あ
れ
ば
引
き
続
き
協
力
を
行

う
。セ
ン
タ
ー
と
県
が
連
携
す
る
こ
と

で
被
災
者
へ
の
支
援
の
輪
が
広
が
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

問

前
知
事
は
、県
と
し
て
追

跡
調
査
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

は
困
難
だ
が
、太
平
洋
核
被
災

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
、追
跡
調

査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
け

る
よ
う
な
支
援
策
を
検
討
す
る

と
述
べ
て
、官
民
連
携
で
被
曝
船

員
救
済
に
向
き
合
う
姿
勢
を
県

内
外
に
表
明
し
た
が
、進
展
を
ど

う
図
る
の
か
、聞
く
。

米
軍
低
空
飛
行
訓
練
の

騒
音
の
実
態
把
握

答

知
事
　
特
に
騒
音
の
大
き
い

戦
闘
機
に
よ
る
低
空
飛
行
訓
練
の

問

騒
音
測
定
装
置
を
設
置
し

た
市
町
村
で
は
具
体
的
な
騒
音
状

況
が
報
告
さ
れ
る
が
、そ
の
他
多

く
は
測
定
器
が
な
く
、数
値
を
示

し
て
中
止
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
。オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ト
や
そ
の
周

辺
の
市
町
村
全
て
に
騒
音
測
定
器

を
備
え
実
態
把
握
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が
、所
見
を
聞
く
。

吉良　富彦
（日本共産党）

答

農
業
振
興
部
長
　
令
和
９

年
度
に
は
施
設
園
芸
農
家
の
約
８

割
ま
で
の
利
用
拡
大
を
目
標
と
し

て
い
る
。振
興
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
毎
年

の
利
用
者
数
の
増
加
目
標
を
定
め
、

ハ
ウ
ス
内
の
環
境
測
定
装
置
の
導
入

促
進
と
あ
わ
せ
て
、地
域
、品
目
ご

と
に「
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」の
様
々
な

便
利
機
能
や
効
果
を
紹
介
す
る
説

明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｉｏ
Ｐ
ク
ラ
ウ
ド

「
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」の
利
用
拡
大

答

知
事
　
今
年
度
は
、Ｊ
Ａ
等

と
共
同
し
て
10
年
ぶ
り
に
新
米
購

入
者
へ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
い
る
。ま
た
、高
知
空
港
で
の
新

米
の
配
布
や
、ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト

「
と
さ
ご
ろ
」で
県
産
新
米
を
定
期

購
入
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
。

来
年
度
は
、地
産
地
消
の
共
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、本
県
出
身
の
著

名
人
に
よ
る
米
の
多
様
な
食
べ
方

問

米
価
の
下
落
を
食
い
止
め

る
た
め
に
は
、県
民
に
対
し
県
産

米
の
消
費
を
促
す
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
、ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
所
見
を
聞
く
。

頻
度
の
高
い
５
市
町
村
に
は
、県
が

騒
音
測
定
器
を
設
置
し
、そ
の
他

の
市
町
村
か
ら
は
目
撃
情
報
か
ら

騒
音
の
程
度
を
３
段
階
に
分
類
し

て
報
告
を
受
け
て
お
り
、騒
音
の
状

況
は
把
握
で
き
て
い
る
と
考
え
る
が
、

設
置
の
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

必
要
性
か
ら
検
討
し
て
判
断
す
る
。

の
提
案
な
ど
、県
産
米
の
県
内
で
の

消
費
拡
大
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
検
討
し
て
い
る
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

「
２・４・５
Ｔ
系
」除
草
剤
の

早
期
撤
去

橋本　敏男
（県民の会）

答

知
事
　
既
に
林
野
庁
に
は
、

ま
ず
は
モ
デ
ル
地
域
に
つ
い
て
実
態

把
握
を
し
て
も
ら
い
、そ
れ
を
踏
ま

え
た
早
期
の
撤
去
に
向
け
た
具
体

的
な
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
速
や
か

に
示
し
て
欲
し
い
と
言
っ
て
い
る
が
、

改
め
て
早
期
の
撤
去
に
向
け
て
今

後
も
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

問

除
草
剤
埋
設
問
題
は
国
が

起
こ
し
た
県
民
の
命
と
直
結
す
る

事
柄
で
あ
り
、国
が
責
任
を
持
っ
て

対
応
す
べ
き
だ
。林
野
庁
に
強
く

働
き
か
け
、一
時
も
早
く
掘
削
処

理
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示

し
、早
期
撤
去
を
実
現
し
て
も
ら

い
た
い
が
、知
事
の
決
意
を
聞
く
。

漁
業
を
下
支
え
す
る
事
業
者

の
事
業
継
続
へ
の
支
援

答

水
産
振
興
部
長
　
地
域
で

漁
業
者
が
利
用
し
て
い
る
造
船
所

や
鉄
工
所
へ
の
聞
き
取
り
の
結
果
、

19
事
業
者
の
お
よ
そ
６
割
は
後
継

者
が
い
な
い
と
確
認
で
き
た
。

現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
に
、

高
知
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
の
希
望

に
つ
い
て
確
認
中
で
、そ
の
結
果
を

踏
ま
え
、関
係
機
関
と
連
携
し
、適

切
な
支
援
に
つ
な
げ
た
い
。

問

沿
岸
漁
業
が
衰
退
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
る
中
、造
船
所
や

鉄
工
所
の
撤
退
が
相
次
ぎ
、漁
船

の
供
給
力
や
修
繕
力
が
失
わ
れ
、

残
っ
た
漁
船
の
老
朽
化
が
進
む

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
突
入
し
て

い
る
。多
く
の
漁
民
が
将
来
不
安

を
抱
え
て
い
る
が
、こ
の
問
題
に

つ
い
て
ど
う
向
き
合
う
の
か
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

県
版
の
森
林
環
境
税
の

取
組
の
総
括

武石　利彦
（一燈立志の会）

答

知
事
　
間
伐
や
鹿
の
被
害
対

策
の
実
施
に
よ
り
、人
工
林
の
整
備
、

苗
木
等
の
食
害
軽
減
と
い
う
成
果

を
得
て
お
り
、森
林
環
境
の
保
全
に

貢
献
し
て
い
る
。加
え
て
県
民
の
森

林
へ
の
理
解
と
関
わ
り
を
深
め
広
げ

る
取
組
に
よ
り
森
林
率
全
国
１
位

で
あ
る
こ
と
や
森
林
整
備
の
必
要
性

な
ど
の
認
識
が
進
ん
だ
。ま
た
、森
林

環
境
学
習
を
受
け
た
方
が
林
業
大

学
校
に
入
校
し
た
例
な
ど
、本
県
の

森
林
環
境
の
保
全
や
人
づ
く
り
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

問

本
県
は
、平
成
15
年
に
全
国

に
先
駆
け
て
県
独
自
の
森
林
環

境
税
を
導
入
し
た
。そ
の
後
、国

も
令
和
元
年
度
か
ら
森
林
環
境

譲
与
税
の
地
方
自
治
体
へ
の
交
付

に
至
り
、本
県
が
国
を
動
か
し
た

好
事
例
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
県
の
森
林
環
境
税

の
取
組
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
聞
く
。

県
立
高
校
の
生
徒
数
が
大

変
深
刻
な
状
況
に
あ
る
中
で
、高

校
の
魅
力
化
、そ
し
て
地
域
み
ら

い
留
学
と
い
う
の
は
大
変
重
要

答

林
業
振
興・環
境
部
長
　
来

年
度
以
降
の
県
の
森
林
環
境
税
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、国

の
森
林
環
境
税
と
の
使
途
の
す
み

分
け
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

森
林
環
境
税
の
趣
旨
と
照
ら
し

合
わ
せ
、県
民
の
理
解
を
得
ら
れ

る
こ
と
が
重
要
な
た
め
、様
々
な
分

野
の
代
表
者
や
学
識
経
験
者
か
ら

な
る
森
林
環
境
保
全
基
金
運
営

委
員
会
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、検
討
を
進
め
て
い
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

よ
さ
こ
い
祭
り
の
夕
方
開
催

上田 貢太郎
（自由民主党）

答

観
光
振
興
部
長
　
夕
方
開

催
と
な
れ
ば
有
料
桟
敷
席
の
空
席

問
題
を
解
消
す
る
と
い
う
点
で
は

効
果
が
あ
る
と
思
う
。一
方
、本
部

競
演
場
で
の
踊
り
の
時
間
が
短
く

な
り
チ
ー
ム
の
踊
る
機
会
の
減
少

や
、日
数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
関

係
者
や
チ
ー
ム
な
ど
へ
相
当
な
負

担
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

問

よ
さ
こ
い
祭
り
に
つ
い
て
、

阿
波
踊
り
の
よ
う
に
夕
方
か
ら
の

４
日
間
の
開
催
と
す
れ
ば
、観
光

客
に
も
昼
は
観
光
し
て
夜
見
に
き

て
い
た
だ
け
る
と
言
っ
た
声
を
聞

く
。そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
し
、さ

ら
に
経
済
効
果
も
高
ま
る
と
感
じ

る
が
、所
見
を
聞
く
。

今
後
の
県
版

森
林
環
境
税
の
使
途

今
後
の
県
の
森
林
環
境
税

を
、グ
リ
ー
ン
化
、地
球
温
暖
化

防
止
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
組

強
化
の
財
源
と
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

問

地域みらい留学説明資料から（大方高校）

黒岩　正好
（公明党）

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
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９月定例会 主な審議の結果

※各議員の賛否の状況は、
　　　県議会のホームページでご確認いただけます。

●可決された議案（27議案）
知事提出議案（20議案）
予算議案（３議案）
・令和４年度高知県一般会計補正予算 ほか ２議案
条例議案（11議案）
・高知県個人情報の保護に関する法律施行条例議案 ほか 10議案
その他議案（６議案）
・高知県が当事者である和解に関する議案 ほか ５議案
議員提出議案（７議案）
決議議案（１議案）
・北朝鮮の弾道ミサイル発射に抗議する決議議案
意見書議案（５議案）
・酷暑から命と健康を守る生活保護制度の運用改善を求める意見書議案
・私学助成の充実強化等に関する意見書議案
・畜産・酪農業における飼料価格高騰対策を求める意見書議案
・防衛関係費の充実を求める意見書議案
・女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求める意見書議案

その他議案（１議案）
・議員を派遣することについて議会の決定を求める議案

●継続審査とされた議案（23議案）
知事提出議案（23議案）
決算議案（21議案）
・令和３年度高知県一般会計歳入歳出決算 ほか 20議案
その他議案（２議案）
・令和３年度高知県電気事業会計未処理分利益剰余金の処分に関する議案 ほか １議案

●否決された議案（１議案）
議員提出議案（１議案）
意見書議案（１議案）
・世界平和統一家庭連合との関係を断ち切り、被害防止及び救済を求める意見書議案

●否決された修正案（１議案）
・令和４年度高知県一般会計補正予算に対する修正案

答

知
事
　
よ
さ
こ
い
祭
り
は
、高

知
市
民
の
健
康
と
繁
栄
、商
店
街
振

興
の
促
進
を
目
的
に
始
ま
り
、高
知

商
工
会
議
所
や
、競
演
場
・
演
舞
場

を
運
営
を
す
る
商
店
街
、高
知
市
や

高
知
市
観
光
協
会
な
ど
多
く
の
関

係
者
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
、祭
り
の

仕
組
み
に
関
し
て
は
、改
善
は
加
え

な
が
ら
も
現
状
で
継
続
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

県
と
し
て
は
、必
要
な
役
割
分
担

を
し
な
が
ら
、一
体
と
な
っ
て
祭
り
を

盛
り
上
げ
て
い
く
。

問

よ
さ
こ
い
祭
り
の
経
済
波
及

効
果
は
約
１００
億
円
で
、ま
だ
ま
だ
伸

び
る
祭
り
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
も

多
く
の
県
民
が
参
加
で
き
、人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
祭

り
を
目
指
し
て
、よ
さ
こ
い
祭
り
の

位
置
付
け
を
高
知
市
民・県
民
祭
に

で
き
な
い
か
所
見
を
聞
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

本
構
想
な
ど
の
取
組
に
つ
い
て
は
現

状
に
合
わ
せ
て
進
化
さ
せ
て
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
だ
。

嶺
北
地
域
に
住
む
方
の
思
い
に

寄
り
添
い
つ
つ
、県
の
５
つ
の
基
本
政

策
、３
つ
の
横
断
的
な
政
策
な
ど
に

基
づ
く
取
組
を
進
め
て
、地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

あ
わ
せ
て
、国
に
も
政
策
提
言
な

ど
を
通
じ
て
、イ
ン
フ
ラ
整
備
、ま
た

県
事
業
へ
の
支
援
を
求
め
て
い
く
。

答

知
事
　
当
時
か
ら
50
年
以
上

が
経
過
し
、社
会
情
勢
や
嶺
北
地

域
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変

化
を
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、基

う
観
点
か
ら
の
非
収
益
事
業
の
取
組

が
大
変
重
要
で
あ
る
。県
産
品
の
磨

き
上
げ
の
た
め
の
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
、地
域
の
逸
品
を
紹
介
す
る

特
設
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
、少
量
で

も
魅
力
あ
る
商
品
づ
く
り
に
取
り
組

む
事
業
者
を
支
援
し
て
い
く
。小
規

模
事
業
者
に
も
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
を

活
用
し
た
販
売
の
拡
大
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
も
ら
い
た
い
。

答

知
事
　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、

県
内
事
業
者
の
商
品
力
の
向
上
と
い

し
、令
和
４
年
６
月
か
ら
10
月
ま
で

に
購
入
し
た
秋
肥
と
、令
和
４
年

11
月
か
ら
令
和
５
年
５
月
ま
で
に

購
入
し
た
春
肥
の
購
入
代
金
の
、

前
年
か
ら
の
価
格
上
昇
分
の
７
割

相
当
を
支
援
す
る
よ
う
に
し
た
。

今
議
会
に
提
案
し
た
肥
料
高
騰
緊

急
対
策
事
業
費
補
助
金
は
、国
の

事
業
ス
キ
ー
ム
を
活
用
し
て
、秋
肥

の
価
格
上
昇
分
の
１
割
相
当
を
県

が
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

答

農
業
振
興
部
長
　
国
は
、肥

料
価
格
高
騰
対
策
事
業
を
創
設

早
明
浦
ダ
ム
に
起
因
す
る

嶺
北
地
域
の
問
題

答

知
事
　
早
明
浦
ダ
ム
の
建
設

に
際
し
て
多
く
の
犠
牲
を
払
わ
れ

た
嶺
北
地
域
の
厳
し
い
現
実
を
踏

ま
え
る
と
、課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

県
の
様
々
な
施
策
を
総
動
員
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。地
域
に

寄
り
添
い
皆
さ
ん
の
声
を
し
っ
か
り

と
聞
き
な
が
ら
全
力
で
県
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

大
川
村
の
維
持
存
続
な
ど

早
明
浦
ダ
ム
に
起
因
す
る
問
題

解
決
の
た
め
に
手
立
て
を
講
ず
る

べ
き
で
は
な
い
か
、所
見
を
聞
く
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に

対
す
る
支
援

答

文
化
生
活
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　

県
全
体
の
競
技
力
の
向
上
に
寄
与

し
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

施
設
を
市
町
村
が
整
備
す
る
場
合

に
は
、県
が
ス
ポ
ー
ツ
推
進
交
付
金

に
よ
り
支
援
し
て
き
た
。

今
後
も
、市
町
村
や
競
技
団
体

な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
必
要

な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

問

幼
少
期
か
ら
の
競
技
参
加

を
促
し
、技
術
力
向
上
を
図
る

に
は
施
設
整
備
が
必
要
だ
。県

内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
聞
く
。

農
業
を
守
り
抜
く
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ

答

知
事
　
本
県
農
業
は
、全
国

シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
農
作
物
を
は

じ
め
多
種
多
様
な
農
作
物
を
生
産

し
、観
光
の
魅
力
に
も
な
る
豊
か
な

食
を
支
え
て
い
る
。特
に
中
山
間

地
域
に
お
い
て
は
主
要
な
産
業
と

な
っ
て
お
り
、加
工
品
づ
く
り
も
行

わ
れ
て
い
る
。生
産
性
向
上
に
資

す
る
施
策
も
し
っ
か
り
展
開
し
な
が

ら
、若
者
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
地

域
で
暮
ら
し
稼
げ
る
農
業
の
実
現

に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

問

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

物
価
の
高
騰
に
加
え
、台
風
の
被

害
も
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。

既
存
の
農
家
を
守
り
、高
知
の

基
幹
産
業
を
守
り
抜
い
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
込

め
、既
存
の
農
業
を
守
り
抜
く
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
求
め
る
。

核
シ
ェ
ル
タ
ー
の
整
備 森田　英二

（自由民主党）

答

危
機
管
理
部
長
　
本
県
で
は
、

国
民
保
護
法
に
基
づ
き
、国
が
示
し

た
基
準
を
も
と
に
、堅
牢
な
建
物

な
ど
を
中
心
に
地
下
駐
車
場
や
地

下
道
を
含
む
施
設
を
緊
急
一
時
避

難
施
設
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。

核
シ
ェル
タ
ー
の
整
備
を
図
っ
て
い

く
に
は
、ま
ず
は
国
に
そ
の
整
備
方

針
や
基
準
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

か
と
心
配
し
て
い
る
。ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
を
契
機
に
、都
市
部
で
地

下
鉄
の
駅
や
地
下
街
を
シ
ェ
ル

タ
ー
に
見
立
て
た
検
討
を
政
府

は
始
め
た
よ
う
だ
が
、本
県
に
は

地
下
鉄
も
地
下
街
も
な
い
。

核
シ
ェ
ル
タ
ー
の
整
備
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い

る
の
か
を
聞
く
。

問

日
本
は
厳
し
い
隣
国
環
境

に
あ
る
が
、備
え
は
大
丈
夫
な
の

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

関
西
圏
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
の
運
営

桑鶴　太朗
（自由民主党）

問

小
規
模
事
業
者
の
商
品
に
つ

い
て
も
売
れ
る
商
品
に
磨
き
上
げ

な
が
ら
販
売
し
て
い
く
な
ど
、小

規
模
事
業
者
の
育
成
、県
産
業
の

底
上
げ
の
視
点
か
ら
、関
西
圏
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
を
し
て

も
ら
い
た
い
が
、所
見
を
聞
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

肥
料
高
騰
緊
急
対
策
事
業

の
概
要

濱口　涼子
（自由民主党）

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

嶺
北
地
域
開
発
基
本
構
想
と
早
明
浦
ダ
ム

に
関
連
す
る
重
点
要
望
事
項
の
履
行 金岡　佳時

（自由民主党）

問

嶺
北
地
域
開
発
基
本
構
想

と
昭
和
41
年
７
月
議
会
で
議
決
さ

れ
た
早
明
浦
ダ
ム
建
設
に
関
す
る

基
本
計
画
に
関
す
る
議
案
審
議
の

中
で
確
認
さ
れ
て
い
る
早
明
浦
ダ

ム
に
関
連
す
る
重
点
要
望
事
項
な

ど
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
履
行

し
て
い
く
の
か
聞
く
。

突
発
的
な
危
機
へ
の
備
え

答

知
事
　
法
に
定
め
る
県
民
の

生
命
身
体
及
び
財
産
を
守
る
県
の

責
務
に
基
づ
き
高
知
県
国
民
保
護

計
画
を
策
定
し
、各
種
の
訓
練
を

実
施
し
て
い
る
。本
年
１
月
に
は
愛

媛
県
な
ど
と
住
民
避
難
の
手
順
の

確
認
訓
練
を
実
施
、11
月
に
は
檮

原
町
な
ど
と
連
携
し
た
訓
練
を
実

施
す
る
。今
後
も
高
い
危
機
意
識

を
持
ち
、国
な
ど
と
連
携
し
、有
事

へ
の
備
え
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

国
民
保
護
法
は
、都
道
府
県

の
役
目
と
し
て
、県
民
の
避
難
や

救
援
活
動
を
定
め
て
い
る
。北
朝

鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
受

け
て
関
係
地
区
の
国
民
に
対
す
る

呼
び
か
け
も
あ
っ
た
。こ
の
よ
う
な

突
発
的
な
危
機
に
対
し
て
、国
と

一
緒
に
な
っ
て
備
え
て
い
か
な
く

て
は
と
考
え
る
が
、考
え
を
聞
く
。

問

原
油
高
、物
価
の
高
騰
で
、

ど
こ
の
業
種
も
経
営
の
圧
迫
度

が
加
速
し
多
大
な
る
影
響
を
受

け
て
い
る
。

今
議
会
で
計
上
さ
れ
て
い
る

肥
料
高
騰
緊
急
対
策
事
業
費
補

助
金
の
内
容
を
聞
く
。

よ
さ
こ
い
祭
り
を

高
知
市
民・県
民
祭
に
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商工農林水産委員会 産業振興土木委員会

委員長報告　要旨委員長報告　要旨

８月30日～９月１日
北海道及び東京都において、所管事項の調査を行う。
主な調査事項
・中心市街地の活性化、商店街の活性化について
 　（札幌市役所）
・北海道の水産業の取組について
　 （北海道庁）
・水産物の加工・流通の取組につ
いて（株式会社道水）
・市設置の植物園について
　 （函館市熱帯植物園）
・酪農業者の取組について
 　（株式会社函館酪農公社）
・卸売市場での高知産青果物の
状況等について
　 （東京青果株式会社）

10月６日、７日、12日（９月定例会中）
付託された４件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
意見書案１件を審査。

商工農林水産委員会の動き
８月31日～９月２日
兵庫県及び大阪府において、所管事項の調査を行う。
主な調査事項
・ＩＣＴ活用工事普及拡大の取組について（兵庫県庁）
・業務概要調査（高知県大阪事務所）
・高知県と連携した取組で期待する事項について
 　（公益財団法人大阪観光局）
・県産青果物の関西圏出荷拡大
に向けた課題について
 　（大阪中央青果株式会社）
・県産水産物の関西圏出荷拡大
に向けた課題について
 　（株式会社うおいち）
・ＦＤＡ高知～神戸線の利用状況
と支援策について
（株式会社フジドリームエアライ
ンズ神戸空港支店）

10月６日、12日（９月定例会中）
付託された８件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。

産業振興土木委員会の動き

■見本市出展委託料について

執行部から、来年５月に新たに開催
される、大阪・関西万博と連携した国
際見本市に出展するため、今年度か
ら準備等を行えるよう債務負担行為
の増額をするものである。万博のテー
マとも関連する脱炭素などの様 な々製
品や技術を国内外に向けて広く発信
する場であり、県内のものづくり企業を
ＰＲする絶好の機会として外商拡大に
取り組んでいくと説明があった。
委員から、脱炭素を目指した製品

開発等について、県内での取組状況はどうなっているかと質疑があった。
それに対し執行部からは、グリーン化製品の開発に向けて、新たな補助事業を設け

て推進している。取組に着手している企業もあり、おおむね２年ほどの計画で製品化に
向けて取り組んでいると答弁があった。
委員から、２年ほどかかるということは今回の見本市には間に合わないのかと質疑

があった。
それに対し執行部からは、開発の段階からテストマーケティングを行うことはある。各
企業の判断となるが、この機会を活用できるよう促していきたいと答弁があった。

■肥料高騰緊急対策事業費補助金について

執行部から、肥料価格の高騰により生産コストが上昇して経営が厳しくなっている
農家の負担軽減を図るため、購入した秋肥の価格上昇分の10分の１相当を補助し、
国の事業と合わせて10分の８を支援するものであると説明があった。
委員から、非常に大事な事業だと考えるが、特に中山間地域は零細・小規模な農

業者が多いと思うが、その方 に々ついてはどうなるかと質疑があった。
それに対し執行部からは、５人以上の農業者が集まれば、農協や肥料販売業者から

の申請が可能であり、今後県内の業者や市町村への説明を行っていくと答弁があった。
別の委員から、系統外出荷をされている農業者に対しては、この補助制度の活用を

どのように周知徹底するのかと質疑があった。
それに対し執行部からは、申請窓口となる農協や肥料販売業者が、それぞれの顧
客である農業者に対して説明を行っていただくことが一番よいと考えており、周知をお
願いしていきたいと答弁があった。

■森林環境税について

執行部から、今年度が４期目の最終年度となる森林環境税の延長に向けた今後の
在り方の検討状況等について、国の森林環境譲与税との整理による使途の見直しや
森林環境保全基金運営委員会での審議状況などについて報告があった。
複数の委員から、森林環境税をどのように有効活用していくかについて、県としての

方針をしっかりと打ち出して進めていってもらいたいと意見があった。

■バス運行対策費補助金等の予算について

執行部から、地域社会の維持に必要な社会インフラである公共交通を維持するた
めに、新型コロナウイルス感染症の影響の長期化に加え、原油価格や物価の高騰の
影響を大きく受けている公共交通事業者や貨物運送事業者を幅広く支援するもので
あると説明があった。
委員から、燃油の高騰は今後も続くと思うので、例えば高速道路の料金の在り方な

どについて、他県とともに国に対して政策提言などをしてもらいたいがどうかと質疑が
あった。
それに対し執行部からは、根本的かつ大事な視点であり、検討させていただきたい

と答弁があった。

■観光振興推進事業費補助金による国際観光振興誘致事業について

執行部から、現在、台湾の航空会社から本県への定期チャーター便就航の打診が
ある。この予算は、県内での宿泊を伴う旅行に対する旅行会社への助成や台湾での
プロモーションの強化などを行うための費用であり、これにより高知龍馬空港への国際
チャーター便の就航を実現させるとともに、チャーター便の利用促進につなげていくと説
明があった。
委員から、台湾からの定期チャーター便はどれくらいのペースでの就航を見込んで

いるのかと質疑があった。
それに対し執行部からは、11月から来年３月まで週２便就航したいというオファーを
頂いている。まずは定期チャーター便という形でスタートするが、先方の航空会社は将
来的に定期便にしたいという意向も持っていると答弁があった。

■五台山公園整備事業費について

執行部から、五台山公園では新たな展望施設と飲食提供等を行う便益施設を公
募設置管理制度により民間事業者が整備し、20年間管理運営をしてもらうよう計画し
ている。今回計上する債務負担は、当該民間事業者から経費の１割以上を負担して
もらい、修繕が必要な園路やあずまやなどの公園施設の改修を行うものであると説明
があった。
複数の委員から、新たな展望施設や飲食提供施設を民間事業者が整備・所有し、

20年間にわたって管理運営を行う計画に関し、公共の公園にふさわしい機能が担保
されるのか、また、飲食等の収益で20年間にわたって経営が成り立つのか、事業者が
経営破綻した場合はどうなるのかと質疑があった。
それに対し執行部からは、展望施設は24時間無料で利用できるものとすることや、
五台山公園の自然及び周辺施設との調和、さらには計画どおり進まずに撤退すると
いった場合の原状回復措置なども含め、必要な事項は公募に際して条件として定め
ておく。また事業者選定の審査においては、専門家により、20年間の収支見込み、施
設のデザインなどの確実性、妥当性を確認してもらう。民間ならではの視点によるサー
ビス向上と県の財政負担が減るなどのメリットがあり、公募設置管理制度を活用した
いと答弁があった。
さらに委員から、県の施設として整備し、民間事業者に貸して運営してもらうほうが

よいのではないかと意見があった。
別の委員からは、意欲のある事業者がおり、収益を上げて運営できることが審査に

おいて確認できるのであれば、民間活力を活用して進めるべきと思うと意見があった。

見本市への出展

FDA高知～神戸線の現状と利用に
ついて説明を受ける委員

県産青果物の状況について
説明を受ける委員



９月定例会　  常任委員会９月定例会　  常任委員会

９月７日～９日
山口県及び島根県において、所管事項の調査を行う。
主な調査事項
・女性職員の活躍推進の取組について（山口県庁）
・郷土の歴史を活かした小学校教育の実践について
 　（山口県萩市立明倫小学校）
・二学期制・学校設定科目の設置について
 　（山口県立萩高等学校）
・郷土教育の取組について（一般社団法人萩ものがたり）
・教育の魅力化の推進について
（一般財団法人地域・教育魅
力化プラットフォーム）

・隠岐島前高等学校魅力化の取
組について
（島根県立隠岐島前高等学
校・一般財団法人島前ふるさ
と魅力化財団）

・島根県立隠岐島前高校魅力化
プロジェクトにおける役場の取組
について （島根県海士町役場）

10月６日、11日、12日（９月定例会中）
付託された６件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
意見書案２件を審査。

10月７日、８日、12日（９月定例会中）
付託された６件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決または
承認。

総務委員会の動き
８月29日～31日
宮城県及び岩手県において、所管事項の調査を行う。
主な調査事項
・スマートみやぎ健民会議について（宮城県庁）
・里親支援の取組について（宮城県庁）
・石巻市震災遺構・大川小学校について
 　（公益社団法人3.11みらいサポート）
・南三陸町震災復興祈念公園
 　（宮城県南三陸町）
・気仙沼市の防災について
 　（宮城県気仙沼市）
・気仙沼市東日本大震災遺構・伝
承館について
 　（宮城県気仙沼市）
・在宅医療連携拠点チームかまい
しについて
 　（岩手県釜石市）

10月６日、12日（９月定例会中）
付託された９件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
意見書案４件、決議案１件を審査。

危機管理文化厚生委員会の動き

総 務 委 員 会 危機管理文化厚生委員会

■高等学校費及び特別支援教育費について

執行部から、県立学校の電力について、供給契約を締結していた電力会社が、今
般の燃料価格高騰等により事業を撤退し、別の電力会社と契約を締結したが、以前よ
り電気料金が高額になるため、予算の増額を行うものであると説明があった。
委員から、新たに契約を締結するに当たり、不便が生じることはなかったのかと質疑

があった。
それに対し執行部からは、新たに契約した電力会社からは、通常どおり電力が供給

されており、学校で不便が起きることはなかったと答弁があった。
さらに委員から、経費節減は大事だが、学校や生徒に不安を与えることなく、安定し
て使用できることが大前提である。今後は、そういったことを考慮して対応していただき
たいと要請があった。
それに対し執行部からは、学校や生徒たちに迷惑をかけないよう今後の検討をして
いきたいと答弁があった。
別の委員から、電力購入価格を下げることも必要だが、電力使用量を減らす取組も

大事である。各学校の老朽化した設備を入れ替え、電力使用量を減らす計画はある
のかと質疑があった。
それに対し執行部からは、県立学校等では、一部で既に照明器具のＬＥＤ化を進め

ており、学校の長寿命化改修工事に合わせて、省エネ化を進めることとしていると答弁
があった。
別の委員から、再生可能エネルギーの導入は、県全体、国全体の動きである。県教

育委員会で、喫緊の課題として計画することで、市町村教育委員会の小中学校の整
備に、県が範を示すことが必要と思われるので、その点について検討してもらいたいと
要請があった。
それに対し執行部からは、長寿命化対策の中で、できるだけ再生可能エネルギーを
使用するよう検討・計画をしていきたいと答弁があった。

■部活動の地域移行の検討状況について

執行部から、国において、部活動の地域移行に関する提言が示されたことを受け、
高知県として、対象となる小学校５、６年生、中学校１、２年生、保護者、中学校教員に
アンケートを実施し、「高知県における部活動地域移行検討会議」において、部活動
の地域移行の方向性などを年度末までにまとめたいと報告があった。
委員から、教員が部活動で子供たちと接することにより、子供たちや保護者とも信頼

関係が作られてきた。この信頼関係により、学級運営も円滑になり、学校自体もうまくいっ
ていた。部活動を地域に移行しても、信頼関係が失われないよう、十分に話合って、い
いものを作り上げてもらいたいと意見があった。
別の委員から、地方は都会よりコスト的に厳しい環境にある。地方に不利益がないよ

う手厚い支援について、知事会等で国に対して要望しているのかと質問があった。
それに対し執行部からは、全国知事会などから要望を行っており、先日スポーツ庁か

ら、要望を受けて概算要求に計上したと説明があった。また、都道府県教育長会でも、
国に対してしっかり要望していくこととしていると答弁があった。

■医療施設等物価高騰緊急対策事業委託料について

執行部から、原油高や物価高騰の影響を受けている医療サービスの提供を継続
するため、国が光熱費等高騰分の経費を公定価格に反映するまでの緊急的な措置
として、県が開設許可等を行う医療施設等に対して給付金を支給するものであると説
明があった。
委員から、今後、資材費などの高騰にはどのように対応していくのかと質疑があっ

た。
それに対し執行部からは、今回は緊急的な対応として、ガソリン代や光熱費に絞っ

た実態調査を基に給付金を計上しており、本県は全国的にも早い段階で給付金の支
給に踏み切ったものである。全国知事会からも全国一律の対策や公定価格の臨時
的な改定などが提言されているので、各職能団体からお話を聞きながら必要な対策
を講じていきたいと答弁があった。

■陽性者フォローアップセンター運営委託料について

執行部から、国から全国一律の全数届出の見直し方針が示されたことを受け、重
症化リスクが低いなどの理由により発生届対象外となった陽性者の方への相談対応
や医療機関との受診調整などを行うものであると説明があった。
委員から、委託先ではどのような体制で業務を行い、医師や看護師につなげていく

のかと質疑があった。
それに対し執行部からは、高知市内の事業所において発生届対象外の方の登録
業務を行い、派遣会社から派遣された看護師が常駐して24時間体制で相談対応を
している。医師による対応が必要な場合は、別途、県外の医療機関に電話対応して
いただく仕組みを整えていると答弁があった。
別の委員から、全数届出の見直しにより医療体制の逼迫は緩和されるのかと質疑

があった。
それに対し執行部からは、９月から重症化リスクの低い方の発生届は記載内容が
簡素化されており、今回の見直しも合わせて、医療機関の事務負担は軽減されたの
ではないかと答弁があった。

■社会福祉施設等物価高騰緊急対策事業委託料について

執行部から、昨今の燃料や物価高騰において、国が定める公定価格により経営し
ている福祉施設では、物価高騰の影響を価格に転嫁することができず、運営に影響
を与えている状況であることから、国が高騰分の経費を公定価格に反映するまでの
緊急的な措置として、サービス等の安定的な提供を継続している事業者等に対し、給
付金の給付を行うものであると説明があった。
委員から、給付金の対象事業者に含まれない、市町村が指定権者である福祉施

設への支援はどのようになるのかと質疑があった。
それに対し執行部からは、今回の支援は、指定権者という役割分担のもと、市町村
が指定権者である介護保険の地域密着型サービス事業所などの支援については、
市町村に支援の検討を働きかけているところであると答弁があった。

震災遺構・大川小学校について
説明を受ける委員

教育の魅力化の推進について
説明を受ける委員

̶7̶
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　令和３年度の決算審査を行うため、９月定例会において、決算特別委員会を設置しまし
た。１０月６日（木）に開かれた初めての委員会では、正副委員長の互選を行いました。
　１０月２１日（金）から１１月１１日（金）にかけて、一般会計、特別会計、公営企業会計の決
算審査を行いました。
　審査結果は、１２月定例会本会議で報告されます。

森田　英二

黒岩　正好

桑鶴　太朗

野町　雅樹

加藤　　漠

三石　文隆

大石　　宗

上田　周五

米田　　稔

委 員 長

副委員長

 委 員

決算特別委員
（自由民主党）

（公 明 党）

（自由民主党）

（自由民主党）

（自由民主党）

（自由民主党）

（一燈立志の会）

（県民の会）

（日本共産党）

決算特別委員会の動き決算特別委員会の動き

10月25日（火）に開催された第１７３回全国都道府県議会議長会定例総会
において、５名の議員が永年勤続の自治功労者表彰を受けられました。

全国都道府県議会議長会自治功労者表彰

米田 稔 議員
（２５年以上）

森田 英二 議員
（２０年以上）

桑名 龍吾 議員
（１５年以上）

中根 佐知 議員
（１５年以上）

吉良 富彦 議員
（１５年以上）

12月６日
９日

13日
14日
15日
16日
19日
21日

（火）
（金）

（火） 
（水）
（木）
（金）
（月） 
（水）

開　会 
質疑並びに
一般質問
　　〃
　　〃
常任委員会
　　〃
　　〃
閉　会 

【中継】
【中継】

【中継】
【中継】

【中継】

新型コロナウイルス感染症対策
のため、傍聴定員を制限しており、
マスクの着用とアルコール消毒、検
温をお願いしております。
※日程は変更になる場合があります。
傍聴の際には、議会事務局議事課
　（TEL０８８－８２３－９５３４）までご
確認ください。

※本会議、委員会の開催予定及び傍
聴の方法は県議会のホームページ
にも掲載しています。

議会中継議会中継議会中継
・県議会のホームページ
で、本会議の生中継と
過去３年分の録画中継
がご覧いただけます。
・右記のケーブルテレビ
局でも生中継を行いま
す。

●高知ケーブルテレビ

●西南地域ネットワーク

●よさこいケーブルネット

●香南ケーブルテレビ

●四万十ケーブルテレビ

●むろと光サービス

●黒潮町ケーブルテレビ

※一部録画中継となる
場合があります。

718ch

111ch

851ch

112ch

122ch

111ch

111ch

スマホやタブレットからも
ご覧いただけます

12月定例会開催予定12月定例会開催予定12月定例会開催予定

公職選挙法の規定により、選挙区内の方々への年賀状は控えさせていただきます。
県民の皆様には、良いお年を迎えられますようお祈り申し上げます。
今後とも「県民の皆様とともに歩む県議会」を目指し、県民の福祉の向上と県勢発展のため全力を尽くしてまいります。

高知県議会議員一同

年末年始のごあいさつについて

９月１５日　基本方針の策定に向けた方向性及び早
期にデジタル環境整備を目指すべきもの
について、検討を行いました。

議会デジタル化検討小委員会の動き

９月16日　新型コロナウイルス感染症の感染状況と
対応方針等について、執行部から説明を
受け、質疑を行いました。

ホームページ新型コロナウイルス感染症対策調査
特別委員会の動き

新型コロナウイルス感染症対策調査
特別委員会の動き

　韓国全羅南道姉妹交流・田内千鶴子生誕110周年記念高

知県訪問団として、10月26日（水）から29日（土）まで、濵田知

事を団長、明神議長を副団長とする６名の県議会議員と県の

執行部など総勢44名が全羅南道を訪問しました。また、議会は

全羅南道議会を表敬訪問し両道県の議会同士の交流を一層

深めることができました。

高知県議会議員が韓国全羅南道議会を訪問高知県議会議員が韓国全羅南道議会を訪問


